
今月の主な内容

■夏のイベント カ メラスケッチ

■嶋崎社会党代議士が来町

町が標津営林署存続に向けて陳情

E直 撃インタビュー

“
しべつ
"つ
てどんなまち ?!

「お化けキュウリ?」実はこれ、ナスとキュウリを交酉己させ
て作られたといわれるオーストラリア産の野菜

“
ズッキー

西北標津の日中静さんの畑で、日中さんの妹夫婦が仕事で
オーストラリアを訪れ、土産に持つてきた種を栽培。株の一

部を同地区のひまわり保育園に植えたところ、重さ2.5キロ、
長さ42センチ、太い部分で37センチにもなりました。
園児たちは、油炒めにして食べたそうですが、さてお昧の
方は…?。
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憂 :盆

堆攣製賜物糾

▲どうしたのかな ?“子どもみこし
'

竹/2り

▲プロも顔負けの
“
カラオケ大会

' ▲暑さに負けず威勢のよい
“
おみこし

"

璃
湖
評
争
頭
に
の
せ
て
″
奉
ゃ
か
な
踊
り
″

を
披
露

精
鵬く

街中
〃を縮
刈妨
付此
‐ド
〃

し と女みこし
" じょっぱり小町

"



馴 鶴「ぱ

▲懸命にオールをこぐ
“
舟こぎ競争

ロ

(7/3b)

▲必死に耐えるが 「ドポーン」
“
まだか～に挑戦

"

卜
会
場
と
な
っ
た
総
合
体
育
館

は
熱
気
ム
ン
ム
ン
。

割
れ
ん
ば
か
り
の
拍
手
が
…
。

▲山本譲二さんの歌も良かったが、司会者との
トークも観客に大うけ。

鞘
群

一

津〉(標

卜
凝

っ
た
衣
装
の

″
ア
ラ
ジ
ン
″

卜
料
理
の
達
人

″シ
ュ
ー
さ
ん
″

も
ナ
ベ
片
手
に
踊
っ
て
い
た
“

lp/14)

く

″鬼
太
郎
の
お
や
じ
さ
ん
″

見
な
い
う
ち
に
ず
い
ぶ
ん

大
き
く
な
っ
た
な
糾

▲夏の夜空に大鼓や笛の

音が響きわたる



巨□回団目

鴎i聯1離鱗1雛

鶴講1灘欝灘i観

小
田
桐
町
長
か
ら
陳
情
を
受
け
る

鳴
崎
代
議
士

（左
）

林
野
庁
が
国
有
林
野
事
業
の
再
建
に

向
け
て
全
国
で
三
十
八
の
営
林
署
を
統

廃
合
す
る
計
画
の
中
で
、
八
月
二
日
、
社

会
党
森
林

・
林
業

・
林
産
業
対
策
特
別

委
員
長
の
嶋
崎
譲
代
議
士
ら

一
行
が
、

営
林
署
の
実
情
調
査
な
ど
の
た
め
に
、

本
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

嶋
崎
代
議
士
ら
の
来
町
に
合
わ
せ
、

役
場
で
は
、
標
津
営
林
署
存
続
に
つ
い

て
の
陳
情
が
行
わ
れ
、
小
田
桐
町
長
、
荒

谷
町
議
会
議
長
な
ど
同
営
林
署
存
置
対

策
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
が
出
席
。
代
表

し
て
小
田
桐
町
長
は
、
「町
の
基
幹
産
業

を
支
え
る
森
林
を
守
り
、
地
域
経
済
な

ど
を
支
え
る
も
の
と
し
て
、
標
津
営
林

署
が
果
た
す
役
割
は
大
き
い
」
と
、
強

く
訴
え
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
嶋
崎
代
議
士
は
、
「国

有
林
は
国
民
の
共
同
の
財
産
。
こ
の
大

事
な
財
産
を
守
り
育
て
る
こ
と
が
必
要

不
可
欠
。
標
津
営
林
署
存
続
に
向
け
て

林
野
庁
や
関
係
機
関
と
努
力
す
る
」
と

答
え
ま
し
た
。

林
野
庁
は
今
年
度
中
に
、
全
国
で
三

十
八
署
を
統
廃
合
す
る
計
画
で
そ
の
う

ち
、
道
内
で
は
十
か
ら
十
五
署
程
度
が

そ
の
対
象
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
も
、
標
津
営
林
署

存
続
に
つ
い
て
は
、
予
断
を
許
せ
な
い

状
況
と
な

っ
て
お
り
、
本
町
で
は
同
署

存
続
に
危
機
感
を
募
ら
せ
、
林
野
庁
長

官
な
ど
関
係
機
関
に
陳
情
活
動
を
積
極

的
に
行

っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
）

田請・貯齢柿蛸鞘縮”備諦鎌翻酪総貯ャ

七
月
二
十
二
日
か
ら
二
十

　

庭
で
、
ち
ょ
う
ど
標
津
神
社
例
大
祭
と

四
日
ま
で
北
方
四
島

ロ
シ
ア
　
　
重
な

っ
た
こ
と
も
あ

っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の

人
青
少
年

一
行
八
人

（色
丹

　

家
庭

で
は
露
店
や
み
こ
し
を
見
物
し
、

島
在
住
の
十
才
か
ら
十
六
才
　
　
ロ
シ
ア
の
子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び
。
妹

ま
で
の
女
子
七
人
、
引
率
の
　
　
や
弟
に
土
産
を
買
う
な
ど
し
て
二
泊
三

教
員

一
人
）
が
来
町
、
町
内
　
　
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

の
四
家
庭
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
　
　
　
こ
の
青
少
年
の
交
流
は
、
領
土
返
還

を
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
を
目
指
す
だ
け
で
な
く
、
将
来
を
担
う

今
回

の
受
入
家
庭
は
川

　

た
め
の
教
育
と
も
言
え
る
も
の
で
、
も

北
、
北
標
津
、
東
浜
町
の
家
　
　
っ
と
視
野
を
広
げ
て
い
く
こ
と
も
必
要

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
度
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
受
入
家
庭

の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

役
場
を
訪
れ
た
回
シ
ア
の

子
ど
も
た
ち

町
の
新
し
い
英
語

指
導
助
手
と
し
て
、

カ
ナ
ダ

・
バ
ン
ク
ー

バ
ー
市
か
ら
キ
ャ
サ

リ
ン
・
サ
ル
カ
ー
ズ

さ
ん
が

一
家
五
人
で

こ
の
ほ
ど
着
任
。　
一

年
間
町
民
と
共
に
生

活
し
生
き
た
英
語
を

教
え
ま
す
。

町
は
こ
れ
ま
で
、

中
学
生
の
英
語
力
を

高
め
よ
う
と
、
毎
年

一
カ
月
の
短
期
間
、

外
国
人
の
英
語
教
師
を
招
い
て
お
り
、

さ
ら
に
レ
ベ
ル
を
高
め
よ
う
と
、
今
年

か
ら

一
年
間
に
し
ま
し
た
。

夫
の
ド
ナ
ル
ド
さ
ん

全
二
五
）
は
、
バ

ン
ク
ー
バ
ー
の
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ

の
支
配
人
で
、
日
本
と
カ
ナ
ダ
を
行

っ

た
り
き
た
り
。
長
女
の
シ
ャ
ノ
ン
ち
ゃ

ん

（八

つ
）
標
津
小
三
年
、
二
女
の
ケ

ル
シ
ー
ち
ゃ
ん

（六

つ
）
は
標
津
幼
稚

園
、
三
女
の
ベ
イ
リ
ー
ち
ゃ
ん

（四
つ
）

は
双
葉
保
育
園
に
入
り
ま
し
た
。
町
教

委
で
は

「中
学
生
ば
か
り
で
な
く
町
民

み
ん
な
で
交
流
を
進
め
、
英
語
力
の
向

上
や
国
際
交
流
の
高
揚
に
役
立

つ
と
い

い
の
だ
が
」
と
、
期
待
し
て
い
ま
す
。

4

標津営林署存続に

向け
“
町が陳情

"

岡部教育長から辞令を受けるサルカーズさん



高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
今
後
ま
す
ま

す
老
人
世
帯
が
増
え
る
中
で
、
「寝
た
き

り
の
お
年
寄
り
に
ど
う
接
す
れ
ば
よ
い

か
」
「
ど
の
よ
う
に
介
助
す
る
の
だ
ろ

う
」
な
ど
の
疑
間
に
答
え
る
た
め
、
地

域
住
民
や
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
団
体
を
対
象

に
八
月

一
日
か
ら
三
日
間
に
わ
た
り
、

介
護
セ
ミ
ナ
ー
が
開
か
れ
ま
し
た
。

受
講
し
た
の
は
、
主
婦
や
高
校
生
の

十

一
人
。
最
初
の
二
日
間
は
、
は
ま
な

す
苑
で
町
保
健
婦
や
同
苑
指
導
員
ら
に

よ
る
お
年
寄
り
の
身
体
、
精
神
的
特
性

な
ど
の
講
話
に
始
ま
り
、
シ
ー
∠
父
換
、

排
泄
の
介
助
の
練
習
、
三
日
目

に
は
同
苑
と
標
津
病
院
に
分
か

れ
て
車
イ
ス
の
乗
せ
方
や
シ
ー

ツ
交
換
の
本
番
さ
な
が
ら
の
実

習
が
行
わ
れ
、
ま
た
、
一向
校
生
三

人
は
、
同
病
院
で

一
日
看
護
婦

を
体
験
す
る
な
ど
、
お
年
寄
り

の
介
護
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

参
加
し
た
高
校
生
は
、
「自
分

の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
も
し
寝
た

き
り
に
な

っ
た
ら
、
介
護
し
て

あ
げ
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し

ちた
。

目□回団目

―
啓
発
看
板
も
設
置
―

川
北
中
学
校

（原
恰
男
校
長
）
で
は
、

交
通
安
全
教
育
の

一
環
と
し
て
、
全
校

生
徒

（六
十
四
人
）
が
、
交
通
安
全
標

語
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
こ
の

度
、
優
秀
作
品
を
発
表
し
ま
し
た
。

こ
の
標
語
づ
く
り
は
、
従
来
ま
で
の

交
通
安
全
教
室
を
見
直
そ
う
と
昨
年
か

ら
始
め
た
も
の
。

学
校
側
で
は

「生
徒

一
人
ひ
と
り
が

真
剣
に
考
え
、
交
通
安
全
意
識
が
高
ま

っ
て
き
て
い
る
」
と
、
こ
の
新
し
い
試

み
の
効
果
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

優
秀
作
品
は
次
の
と
お
り
。

圏
側
園

「交
差
点
黄
色
で
わ
た
る
と

イ
エ
ロ
ー

カ
ー
ド
」
　

　

（３
年
　
上
田
　
英
典
）

園

圏

「
の
ろ
く
て
も

最
後
に
亀
は

勝

っ
た
ん

だ
」
　
　
　
　
（２
年
　
山
本
　
　
猛
）

「あ
な
た
の
命

な
く
し
て
悲
し
む

家
族

た
ち
」
　

　

　

（１
年
　
井
南
　
由
香
）

「
い
り
ま
せ
ん

交
通
事
故
の

プ
レ
ゼ
ン

ト
」
　
　
　
　
（３
年
　
木
村
　
真
美
）

「
ス
ピ
ー
ド
は

事
故
に
つ
な
が
る

細
い

糸
」
　
　
　
　
（２
年
　
五
百
木
孝
恵
）

祓1鰹|ヱ
う 義

生徒手づくりによる標語を入れた交通安全啓発看板

°IHヒ
昇羅識 亀 き、毎年標語を入

）１
日
看
護
婦
を
体
験
す
る
高
校
生

（左
二
人
）

町
が
主
催
す
る
加
工
技
術
講
習
会
が

七
月
二
十
七
日
、
標
津
漁
協
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

講
師
は
北
大
水
産
学
部
教
授
の
羽
田

野
六
男
氏
で
、
「魚
食
と
健
康
―
い
ま
、

北
の
魚
が
す
ご
い
１
」
を
テ
ー
マ
に
、
漁

業
関
係
者
や
加
工
業
者
な
ど
五
十
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

シ
ロ
ザ
ケ
の
効
用
を
説
明
す
る

羽
田
野
教
授

講
演
で
羽
田
野
教
授
は
、
魚
が
体
に

及
ぼ
す
好
影
響
に
つ
い
て
、
特
に
標
津

沿
岸
で
漁
獲
さ
れ
る
シ
ロ
サ
ヶ
を
中
心

に
デ
ー
タ
を
紹
介
し
な
が
ら
説
明
。

脳
の
発
育
を
促
進
さ
せ
る
作
用
を
も

つ
脂
質
の
Ｄ
Ｈ
Ａ
に
つ
い
て
は
、
イ
ワ

シ
よ
リ
サ
ケ
の
Ｄ
Ｈ
Ａ
が
よ
く
脳
に
入

る
ほ
か
、
サ
ケ
の
脂
質
は
血
中
の
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
を
低
下
さ
せ
動
脈
硬
化
の

予

防

に
な

る
。

イ
ク

ラ
と
筋

子

の

Ｄ
Ｈ
Ａ
も
血
中
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を

下
げ
る
作
用
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
説
明

し
た
う
え
で
、
シ
ロ
サ
ケ
を
食
生
活
に

取
り
入
れ
る
べ
き
と
の
考
え
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

シ
ロ
サ
ケ
の
消
費
が
低
迷
し
て
い
る

今
こ
そ
、
地
元
の
サ
ケ
を
見
直
し
、
積

極
的
に
食
生
活
に
取
り
入
れ
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。

〈
参
考
〉

―
魚
介
類
摂
取
頻
度
と
総
死
亡
率
―

（左
グ
ラ
フ
の
と
お
り
）

※
詳
し
く
は
、
ふ
れ
あ
い
加
工
体
験

セ
ン
タ
ー
容
２
１
３
７
４
０

へ
。

!ざ!灘i鶴灘:誰

な け

″

羽日野北大教授招き

毎日  B寺  々  稀   食 立い

(予防カン学研究所長平山雄障士の調査による)

加工技術講演会



目□回団田
人
気
鶴
窯
醐
捜
べ
放
題

１
５
Ｓ
総
一腿
一彫
服
わ
う

～
デ

ー
…………
…
…‐‐研
１

＝

フ

ェ
ス
～

八
月
二
十

一
日
、
し

べ
つ
デ
ー
リ

ィ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

（実
行
委
員
会
・

会
長
佐
々
木
喜

一
郎
標
津
農
協
組
合
長
）

が
同
農
協
ミ
ル
ク

ロ
ー
リ
ー
車
庫
前
広

場
で
開
か
れ
、
約
千
五
百
人
の
町
民
ら

で
賑
わ
い
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
以
前
は
農
業
祭

と
し
て
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、　
一
般

町
民
も
参
加
し
親
睦
を
深
め
る
こ
と
な

ど
を
目
的
に
開
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、

今
年
で
三
回
目
。

牛
肉
食
べ
放
題
、
ワ
イ
ン
、
ビ
ー
ル
、

ジ

ュ
ー
ス
飲
み
放
題
で

一
人
千
五
百
円

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
人
気
を
集
め
た

ほ
か
、
重
量
別
の
牧
草

ロ
ー
ル
を
持
ち

あ
げ
る
力
比
べ
の
デ
ー
リ
ィ
ー
パ
ワ
ー

選
手
権
や
丸
太

ロ
デ
オ
や
ゲ
ー
ム
な
ど

も
行
わ
れ
、
大
い
に
賑
わ
い
を
見
せ
ま

し
た
。

宝
井
薔
総
一謡
”鴻
ら

出
前
講
識

北
標
津
教
育
後
援
会
主
催

（川
北
公

民
館
主
管
）
の
家
庭
教
育
講
演
会

「出

前
講
談
」
が
七
月
二
十
五
日
、
北
標
津

林
業
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

出
演
し
た
の
は
、
宝
井
琴
梅
さ
ん
と

宝
井
琴
調
さ
ん
の
二
人
。
三
代
将
軍
徳

川
家
光
、
円
山
応
拳
の
幽
霊
画
の
話
を

講
じ
、
約
百
人
の
聴
衆
は
そ
の
話
の
中

に
引
き
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。　
　
）
ヽ

伊
茶
整
軽
一麗
普

‐―――‐‐‐‐‐‐―――‐‐――‐‐‐―…
……‐
柵
催
艦
惟踊
り

―
夏
の
種
構
築
ｕ
む
―

今
年
で
三
回
目
を
迎
え
た
伊
茶
仁
地

区
の
盆
踊
り
が
八
月
十
四
日
、
同
地
区

の
会
館
前
広
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
盆
踊
り
は
、
若
い
人
た
ち
が
中

心
と
な
り
、
年
に

一
度
、
地
区
の
人
た

ち
が
顔
を
合
わ
せ
、
親
睦
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
始
め
た
の
が
き

っ
か
け
。

当
日
は
、
焼
き
鳥
や
ビ
ー
ル
、
いン
ュ
ー

ス
が
用
意
さ
れ
、
花
火
や
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
な
ど
も
行
わ
れ
、
会
場
に
集
ま

っ
た

約
百
人
の
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
は
、

楽
し
い
夏
の
夜
を
過
ご
し
ま
し
た
。

盆
踊
り
会
場
で
花
火
を
楽
し
む

子
ど
も
た
ち

地
元
出
身
作
家
の
狩
野
敏
也

（か
の
・

と
し
や
）
さ
ん

（
６５
才

・
十
文
字
学
園

女
子
短
期
大
学
教
授
）
が
、
こ
の
度
、
自

作
の
図
書
十
二
冊
を
中
央
公
民
館
図
書

室
に
寄
贈
し
ま
し
た
。
狩
野
さ
ん
は
現

在
、
埼
玉
県
に
在
住
。
こ
れ
ま
で
に
十

五
冊
を
出
版
。
来
年
か
ら
本
格
的
な
作

家
活
動
を
始
め
る
予
定
で
す
。

地元:麟1鶏め!縮1家
「
亀健覇塾饉襲鼈提卦

町
内
の
総
穏
肥
・設
を
見
学
同
開
円
倒
皿

八
月
五
日
、
町
で
は
、
ま
ち
づ
く
り

へ
の
関
心
を
高
め
て
も
ら
お
う
と
、
婦

人
団
体
会
員
な
ど
を
対
象
に
町
内
の
公

共
施
設
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
の
は
二
十
三
人
。　
一
行
は

バ
ス
で
役
場
前
を
出
発
、
ふ
れ
あ
い
加

工
体
験
セ
ン
タ
ー
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
、
町

立
病
院
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
な
ど
を

回
り
、
担
当
職
員
か
ら
説
明
を
受
け
ま

し
た
。
こ
の
う
ち
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、

真
新
し
い
近
代
的
な
設
備
に
驚
き
の
声

も
。
ま
た
、
日
頃
家
庭
か
ら
出
る
ゴ
ミ

を
処
理
す
る
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
は
、
セ

ン
タ
ー
の
処
理
能
力
な
ど
の
説
明
に
熱

心
に
耳
キ
弾

け
て
い
ま
し
た
。

たくさんの家族連れなどでにぎわった牛肉大食会会場

聴衆を魅了した出前講談

的ぜ 警
一

学校給食センターを見学する婦人の皆さん
寄贈された図書
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小
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低
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年
の
部

標津勢大活躍 !!

球スポーツ少年団―

八
月
六
日
、
北
九
州
市
で
行
わ
れ
た

全
国
空
手
道
選
手
権
大
会
に
出
場
し
た

同
協
会
標
津
支
部

（中
野
悟
団
長
）
が
、

団
体
戦
小
学
生
低
学
年
型
の
部
で
荒
谷

秀
明
く
ん
、
木
村
弘
樹
く
ん
、
竹
谷
大

輔
く
ん
組
が
見
事
三
位
と
な

っ
た
ほ
か

個
人
戦
の
組
手
の
部
で
も
荒
谷
修
平
く

ん

（小
三
）
が
四
位
と
、
健
闘
を
見
せ

ま
し
た
。

今
回
の
全
国
大
会
に
は
、
同
支
部
の

選
手
、
小
学
二
年
か
ら
六
年
生
ま
で
の

十
二
人
が
出
場
。
団
体
戦
三
位
と
な

っ

全
国
大
会
に
出
場
し
た
選
手
た
ち

た
三
人
は
十
月
に
南
太
平
洋
の
ニ
ュ
ー

カ
レ
ド

エ
ア
で
行
わ
れ
る
世
界
大
会

ヘ

の
出
場
権
も
得
て
い
ま
す
。

同
支
部
会
長
の
荒
谷
文
明
さ
ん
は

「子
ど
も
た
ち
は
、
よ
く
頑
張

っ
て
く
れ

た
。
こ
れ
か
ら
が
楽
し
み
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

見
事
な
腕
前
を
披
露

し
て
く
れ
た

″愛
ち
ゃ
ん
″

聾
謙
紛
灘

】轟
錨
騨
鞘
鉛
繋
鮒

八
月
十
三
日
、
テ
レ
ビ
で

一
躍
有
名

と
な

っ
た
卓
球
少
女
、
　
″愛
ち
ゃ
ん
″

こ
と
、
福
島
愛
ち
ゃ
ん

（５
才
）
が
テ

レ
ビ
取
材
の
た
め
来
町
し
ま
し
た
。

こ
の
日
、
総
合
体
育
館
で
さ

っ
そ
く

練
習
開
始
。
と
て
も
５
才
と
は
思
え
ぬ

一闘
曜

八
月
十
三
、
十
四
日
、
全
日
本
硬
式

卓
球
選
手
権
道
大
会

（シ
ン
グ
ル
ス
・ダ

ブ
ル
ス
）
が
釧
路
市
厚
生
年
金
体
育
館

で
行
わ
れ
、
本
町
か
ら
標
津
卓
球

ス

ポ
ー
ツ
少
年
団

（村
井
昭
二
三
団
長
）
と

川
北
同
少
年
団

（上
回
秀
子
団
長
）
が

出
場
し
、
七
人
が
全
国
大
会
出
場
権
を

手
に
し
ま
し
た
。

全
国
大
会
は
兵
庫
県
で
行
わ
れ
る
が
、

選
手
た
ち
の
練
習
に
も
、　
一
層
練
習
に

熱
が
入

っ
て
い
ま
す
。

全
国
大
会
出
場
者
は
次
の
と
お
り
。

▽
長
谷
英
彦
く
ん

（小
６
）
▽
村
井
康

す
ば
ら
し
い
動
き
。
町
内
の
小
学
生
高

学
年
と
の
対
戦
も
あ
り
ま
し
た
が
、
い

ず
れ
も
軍
配
は
愛
ち
ゃ
ん
に
。

見
学
に
訪
れ
た
町
民
か
ら
は
、
愛
ち

ゃ
ん
の
見
事
な
卓
球
の
腕
前
に
大
き
な

拍
手
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

襴襲1轟鶉鋼
器難繋i総こ滅繁ぜ
標津中の大場くん、中野くん
一少林寺拳法―

一
全
国
大
会
に
出
場
す
る
選
手
た
ち

　

一

彰
く
ん

（中
１
）
▽
大
石
恭
介
く
ん

（同
）
▽
遠
藤
隆
博
く
ん

（同
）
▽
我
妻

茜
さ
ん

（同
）
▽
阿
部
靖
弘
く
ん

（中

３
）

八
月
七
日
札
幌
市
に
お
い
て

（財
）
少

林
寺
拳
法
連
盟
主
催
の
全
道
大
会
が
開

催
さ
れ
、
標
津
支
部
か
ら
代
表
と
し
て

出
場
し
た
四
組
の
う
ち
、
標
津
中
三
年

で
二
段
の
大
場
良
喜
君
と
中
野
智
和
君

の
組
が
中
学
生
有
段
の
部
で
見
事
ベ
ス

ト
四
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

全
国
大
会

へ
の
出
場
は
逃
が
し
た
も

の
の
、
全
道
大
会
と
い
っ
た
大
き
な
大

会
で
入
賞
で
き
た
こ
と
は
、
両
拳
士
に

と

っ
て
心
の
励
み
に
な
り
そ
う
で
す
。

二
人
の
所
属
す
る
標
津
支
部
道
場
は

昨
年
九
月
に
結
成
さ
れ
た
ば
か
り
。
現

在
で
は
幼
児
か
ら

一
般
ま
で
幅
広
い
年

齢
層
の
部
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

運
動
が
苦
手
な
人
で
も
自
分
の
体
力
、

知
力
に
応
じ
た
無
理
の
な
い
練
習
法
が

あ
り
、
ど
な
た
で
も
始
め
ら
れ
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
少
林
寺
拳
法
標
津

支
部
、
稲
村
（
合
二
―

一
三
二
四
）
ま
で
。

見
事
入
賞
し
た
大
場
く
ん

（左
）
と
中
野
く
ん
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◆
今
回
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
に

答
え
て
く
れ
た
の
は
…

『大
沼

由
紀
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さ
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で
す
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―
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″じ
べ
つ
″
の
第

一
印
象
は
？

標
津
を
は
じ
め
て
訪
れ
た
の
は
、
高

校
三
年
の
夏
休
み
で
し
た
。

当
時
、
標
津
線
の
汽
車
に
乗

っ
て
来

た
の
で
す
が
、
窓
か
ら
の
景
色
が
す
ば

ら
し
か

っ
た
で
す
ね
。
緑
い

っ
ぱ
い
、

広
大
な
大
地
、
自
然
に
恵
ま
れ
て
い
る

と
言
う
の
が
第

一
印
象
。

牛
の
放
牧
風
景
に
も
、
「あ

っ
ち
に
も
、

こ
っ
ち
に
も
牛
が
い
る
」
と
、
友
達
と

感
激
。
ま
た
、
ど
こ
ま
で
も
ま

っ
す
ぐ

に
の
び
る
道
路
と
、
隣
り
に
家
が
な
い

こ
と
に
び

っ
く
り
し
ま
し
た
。

―
―
実
際

に
住
ん
で
み
て
ど
う
で
す

か
？車

の
運
転
免
許
は
、
必
要
な
い
と
思

っ
て
来
た
の
で
す
が
、
思

っ
た
よ
リ
バ

ス
の
便
も
少
な
く
、
免
許
は
絶
対
必
要

だ
と
ま
ず
思
い
ま
し
た
。

私
は
、
寒
が
り
屋
な
の
で
、
冬
の
寒

さ
は
身
に
し
み
ま
す
ね
。
吹
雪
の
時
、

冬
道
を
歩
き
慣
れ
な
い
せ
い
も
あ
り
ま

す
が
、
牛
舎
か
ら
家
ま
で
の
わ
ず
か
な

距
離
で
さ
え
も
、
前
が
見
え
ず
歩
く
の

が
困
難
な
時
が
あ
り
ま
す
。
山
で
遭
難

す
る
人
は
、
こ
ん
な
状
況
に
な
る
の
か

な
あ
と
↑
そ
の
時
思
い
ま
し
た
。

）

―
―
酪
農
家
に
嫁
い
で
、
「大
変
だ
っ
た

こ
と
」
「
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
」
は
？

高
校
の
時
、　
一
人
に

一
頭
の
育
成
牛

が
割
当
て
ら
れ
、
エ
サ
を
与
え
た
り
、
牛

の
世
話
を
行
い
、
搾
乳
も
当
番
制
で
月

に
数
回
づ

つ
経
験
し
て
き
ま
し
た
。

実
際
に
し
べ
つ
で
酪
農
を
や
り
始
め

て
、
ま
ず
牛
の
頭
数
の
多
さ
に
び

っ
く

り
。
慣
れ
る
ま
で
正
直
言

っ
て
、
大
変

で
し
た
。
今
は
も
う
大
文
夫
で
す
が
…
。

や

っ
ぱ
り
、
学
校
の
授
業
と
は
全
然
違

う
と
思
い
ま
し
た
。

う
れ
し
か

っ
た
こ
と
と
い
え
ば
、
去

年
の
町
共
進
会
で
、
自
分
の
家
の
牛
が

賞
を
も
ら

っ
た
こ
と
で
す
。
自
分
が
手

を
か
け
て
き
た
牛
な
の
で
…
。
今
度
は

管
内
の
大
会
で
も
賞
を
と
、
張
り
切

っ

て
い
る
ん
で
す
。

牛
は
な

つ
く
と
か
わ
い
い
も
の
、
私

に
頭
を
寄
せ
て
く
る
お
利
口
さ
ん
も
い

れ
ば
、
中
に
は
反
抗
す
る
牛
も
い
る
ん

で
す
よ
。
手
を
か
け
れ
ば
か
け
る
ほ
ど
、

良
い
牛
乳
を
出
し
て
く
れ
る
よ
う
な
気
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。
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―
―
大
沼
さ
ん
の
学
校
の
後
輩
が
、
も

し
大
沼
さ
ん
の
よ
う
に
、
し
べ
つ
で
酪

農
を
や
る
た
め
に
お
嫁
さ
ん
に
来
た
い

と
言
わ
れ
た
ら
、
し
べ
つ
を
推
せ
ん
じ

ま
す
か
？

自
信
を
も

っ
て
推
せ
ん
し
ま
す
よ
。

住
ん
で
い
る
人
は
、
皆
さ
ん
温
か
く
、
い

い
人
ば
か
り
。
そ
れ
に
、
星
は
き
れ
い

だ
し
、
国
後
島
も
見
え
る
、
海
や
山
も

あ
る
。

な
に
よ
り
も
心
強
い
の
は
、
同
じ
高

校
か
ら
嫁
い
で
き
た
仲
間
が
、
私
も
含

め
て
五
人
も
い
る
こ
と
で
す
。

―
―
イ
ベ
ン
ト
に
は
行
か
れ
ま
す
か
？

先
日
、
デ
ー
リ
ィ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
に
行
き
、
お
い
し
い
牛
肉
を
食
べ
て

来
ま
し
た
。
多
彩
な
催
し
で
、
人
が
集

ま
る
と
楽
し
い
で
す
ね
。

知
床
連
山
の
ふ
も
と
に
ひ
ろ
が
る
古

多
糠
地
区
の
放
牧
風
景
。大
沼
さ
ん
、

あ
こ
が
れ
の
地
で
あ
っ
た
。

は
？日

曜
日
に
な
る
と
暗
い
街
並
み
に
な

る
の
は
な
ぜ
？
。
ほ
と
ん
ど
の
商
店
が

お
休
み
。
せ
っ
か
く
の
日
曜
日
な
の
に
。

し
べ
つ
で
買
い
物
を
し
よ
う
と
し
て

も
で
き
な
い
。
仕
方
な
く
、
中
標
津
に

行

っ
て
し
ま
う
。
で
き
る
だ
け
、
地
元

で
買
お
う
と
し
て
い
る
の
で
す
が
…
。

だ
と
し
た
ら
、
ど
う
す
れ
ば
し
べ
つ
に

滞
在
し
ま
す
か
？
。

そ
う
で
す
ね
え
。
名
付
け
て

「し
べ
つ

産
業
体
験
ツ
ア
ト
」
と
で
も
言
い
ま
し

ょ
う
か
。

漁
業
と
酪
農
を
観
光
客
に
実
際
に
体

験
し
て
も
ら
う
の
で
す
。
漁
業
で
あ
れ

ば
、
サ
ケ
定
置
網
の
網
お
こ
し
を
、
酪

農
は
、
牛
の
搾
乳
な
ど
。
体
験
後
に
、
お

い
し
い
サ
ケ
の
料
理
や
牛
乳
な
ど
出
し

て
あ
げ
る
。

こ
れ
で
あ
れ
ば
、
観
光
客
は
喜
ぶ
よ

―
―

し
べ
つ
の
ま
ち
で
気

に
な
る
こ
と

サ
ー
千
）
パ
ー
ク
も
で
き
て
ヽ
土
日

は
人
通
り
が
多
い
の
に
と
、
単
純
に
思

う
の
で
す
。

”鶴
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―
―
観
光
に
つ
い
て
は
？

と
に
か
く
、
ンヽ
ー
ズ
ン
に
な
る
と
、
観

光
客
の
車
で
い
っ
ぱ
い
。
残
念
な
こ
と

に
し
べ
つ
は
、
通
り
す
が
り
の
人
が
多

い
よ
う
で
す
ね
。
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ｌ
そ
れ
で
は
、
大
沼
さ
ん
が
観
光
客

う
な
気
が
し
ま
す
。
実
際
、
私
も
網
お

こ
し
な
ど
、
経
験
が
な
い
の
で
、　
一
度

や

っ
て
み
た
い
で
す
ね
。

と
に
か
く
、
し
べ
つ
は
漁
業
と
酪
農

の
二
大
産
業
の
ま
ち
な
の
で
す
か
ら
、

こ
れ
を
生
か
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
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―
―
何
か
、
町
に
要
望
す
る
こ
と
は
？

ぜ
い
た
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
酪

農
地
区
に
も
小
公
園
的
な
、
や
す
ら
ぎ

の
場
が
ほ
し
い
で
す
ね
。
ち
ょ
っ
と
幼

児
を
連
れ
て
、
散
歩
し
な
が
ら
、
近
所

の
お
母
さ
ん
方
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
図
れ
る
よ
う
な
。

―
―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

このコーナーの登場人物を募集し

ています。

自薦他薦を問いません。

一連絡先―

役場広報統計係
a2-2131内 線 110



「晨を創る町民会議」

代舜1繁!惚!郷盤韻

覇づ雛欝調薬

景観整備の参考に

町
が
現
在
進
め
て
い
る

″
ス
ト
ー

リ
ー
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
計
画
″
の
具

体
化
に
向
け
、
主
と
し
て
景
観
整
備
を

検
討
す
る

「晨

（あ
し
た
）
を
創
る
町

民
会
議
」
の
各
ゾ
ー
ン
の
代
表
者
が
参

美
瑛
町
内
を
視
察
す
る

一
行

加
し
た
先
進
地
視
察
研
修
が
、
八
月
二

日
、
三
日
行
わ
れ
、
上
川
管
内
美
瑛
町

と
十
勝
管
内
中
札
内
村
を
視
察
し
ま
し

みた
。同

町
民
会
議
は
、
町
の
景
観
整
備
に

向
け
て
、
四
つ
の
ゾ
ー
ン

（①
総
合
拠

点
…
標
津
　
②
沿
岸
…
海
岸
地
域
　
③

農
村
拠
点
…
川
北
　
④
農
村
…
農
村
地

域
）
に
分
か
れ
て
、
今
年
度
に
入
り
二

回
の
ゾ
ー
ン
ご
と
の
会
議
を
開
き
、
そ

の
ゾ
ー
ン
の
あ
る
べ
き
景
観
な
ど
に
つ

い
て
意
見
を
出
し
合

っ
て
き
ま
し
た
。

今
回
行
わ
れ
た
先
進
地
視
察
は
、
景

観
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
る
両
目
治
体

を
訪
れ
、
ど
の
よ
う
な
手
段
で
行

っ
て

い
る
か
な
ど
、
今
後
の
本
町
の
景
観
整

備
に
役
立
て
る
た
め
に
行
わ
れ
た
も
の

で
、
メ
ン
バ
ー
と
町
職
員
あ
わ
せ
て
十

七
人
が
参
加
。

視
察
先
の
中
札
内
村
は
、
す
で
に
農

村
景
観
ガ
イ
ド
プ
ラ
ン
を
策
定
し
て
お

り
、
美
瑛
町
は
そ
れ
よ
り
進
み
、
す
で

に
町
並
み
が
統

一
さ
れ
て
い
ま
す
。

参
加
者
は
、
担
当
者
か
ら
説
明
を
受

け
、
街
並
み
な
ど
を
視
察
。
景
観
整
備

に
向
け
て
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、

両
自
治
体
と
も
に
住
民

へ
の
景
観
に
つ

い
て
の
意
識
の
高
揚
に
苦
労
し
て
い
る

な
ど
、
難
し
さ
も
認
識
し
ま
し
た
。

同
会
議
は
今
後
、
各
ゾ
ー
ン
で
の
三

回
目
の
会
議
を
行

っ
た
あ
と
、
全
体
会

議
を
開
き
景
観
に
つ
い
て
の
考
え
方
を

ま
と
め
ま
す
。

）

ｒ
ｔ

音川さん(右)と高橋さん

(交流会にて)

「
緑
の
地
球
を
子
ど
も
た
ち

へ
」
を

テ
ー
マ
に
、
七
月
二
日
、
三
日
、
札
幌

市
で
第
八
回
牛
乳
パ

ッ
ク
の
再
利
用
を

考
え
る
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
、
本
町

か
ら
音
川
光
江
さ
ん

（望
ケ
丘
町
）
と

高
橋
咲
子
さ
ん

（同
）
の
二
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

音
川
さ
ん
ら
は
、
町
内
会
の
婦
人
部

活
動
の
中
で
七
年
ほ
ど
前
か
ら
積
極
的

に
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
を
進
め
て
お
り
、

牛
乳
パ

ッ
ク
、
ア
ル
ミ
缶
、
ダ
ン
ボ
ー

ル
、
空
び
ん
回
収
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。こ

の
度
、
大
会
に

参
加
し
た
音
川
さ
ん

は
次
の
よ
う
な
感
想

を
述
べ
て
ま
し
た
。

会
場
の
札
幌
市
民

会
館
に
は
、
全
国
各

地
か
ら
、
牛
乳
パ
ッ

ク
の
再
利
用
に
熱
心

に
取
り
組
ん
で
い
る
人

々
が
集
ま
り
、

講
演
会
や
パ
ネ
ル
デ
イ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、

分
科
会
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

牛
乳
パ
ッ
ク
の
再
利
用
が
始
ま

っ
て

今
年
で
十
年
。
ス
タ
ー
ト
時
点
で
は
、

回
収
ル
ー
ト
が
な
い
、
禁
忌
品
と
い
う

レ
ッ
テ
ル
が
外
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
自

分
た
ち
の
手
で
ル
ー
ト
を
切
り
開
き
、

行
政
、
企
業
を
巻
き
込
ん
で
、
今
日
の

牛
乳
パ
ッ
ク
再
利
用
運
動
を
作
り
上
げ

た
こ
と
を
聞
き
、
「大
変
な
苦
労
が
あ

っ

た
ん
だ
な
」
と
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
八
十
才
に
も
な
る
お
年
寄
り

や
障
害
者
の
子
ど
も
さ
ん
も

一
生
懸
命

運
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
知
り
、

た
だ
感
心
さ
せ
ら
れ
、
「私
た
ち
も
コ
ツ

コ
ツ
と
ま
ず
足
元
か
ら
、
そ
し
て
地
域

ぐ
る
み
で
と
、
地
道
な
運
動
を
展
開
し

て
い
か
な
く
て
は
」
と
思
い
ま
し
た
。

会場には、牛乳パックで作られた

札幌時計台が展示されていた

1 願

″わ
ず
か
１
分
違
い
〃

町
観
光
協
会

（後
藤

一
郎
会
長
）
が

主
催
し
て
募
集
し
て
い
た

「標
津
川
サ

ケ
そ
上
ク
イ
ズ
」
の
当
選
者
が
、
こ
の

ほ
ど
決
ま
り
ま
し
た
。

応
募
総
数
は
、
一二
千
九
百
三
十

一
通
、

遠
く
は
九
州
、
四
国
、
中
国
地
方
な
ど

か
ら
の
応
募
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

今
年
の
サ
ケ
そ
上

「八
月
十
八
日
、
午

前
七
時
四
分
」
。
残
念
な
が
ら
ピ
タ
リ
賞

は
な
し
。
わ
ず
か

一
分
違
い
、
七
時
三

分
と
記
入
し
た
埼
玉
県
在
住
の
会
社
員
、

青
木
安
富
さ
ん

（６５
）
に
エ
ア
ピ
ン
賞

の
賞
金
二
万
円
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
応
募
者
全
員
の
中
か
ら
抽
選

で
二
十
人
に
ラ
ッ
キ
ー
賞
の
新
巻
サ
ケ

一
本
が
贈
ら
れ
ま
す
。

標津川サケそ上クイズ

10

当選者決まる



(日5.9,30生)

緑

渋雀` (明
岡」
美)さんちの

み  さ と

妻:堅1ちゃん

☆生まれた時の身長 ・体重は

身長/47.Ocm

体重/2,8829

☆今ではこんなに大きく

なりました。

身長/73.5cm

休重/9,Ok9

お母さんからひと言

「最近、1.2…と掛け声とともに元

気に体操する (写真)美里はとても元

気です。

カゼもひかず、お母さんは助かりま

す。将来は、思いやりがあつて、明る

い子に育つてほしいですね。」

濫
巾輪ｍ

建摘
〕
瀧
”

言轟齢:鰯 銚|ヘ

・いくら丼 無料提供 !
・生鮭原価販売

匿輩□身おろしサービス!!

お問い合わせ先

⑤⑩③

灘魯辮 LJ

■日時 9月1 1 日 ( 日)
午前 10時 ～

午後 2時

■場所 サ ーモンパーク広場

3 0 回を言己念 して

■場 所
町

■入場料
(全席自由)

■前売券発売所

中央公民館・サ|1北公民館・役場 ・

町総合体育館

躍総瞬1襲響襲1醐|

騰翻躙寵1襲艶【ャ
単“舛Ⅲ避‖り‖卜ぐ叫い‖竹

■日時9月 17日 (土)
午後 1時 30分 開場

午後 2時 00分 開場

総合体
一  般

高 校 生

小中学生

育館
1 , 0 0 0円

2 0 0円

1 0 0 円

中央公民館 査 2-2074



回□□圃

会 話 教 室

―LESSON 5-

ズ ドラース トヴィチェ (こんにちは) !

9月 14日から16日まで北方四島在住ロシア人訪

問団35人 を受け入れることとなりました。

まちであったら気軽に声をかけてください。

私の名前ほ  ミ ニャ
ーザ里―卜に前)

_二 __で 評
eM ttB「― ・

ッ
シ

ュ
さ
ん

⑤

くャあなたの

お名前は?

お仕事は

何ですか。

私は漁業です。

農 業

商 業

カークヴアースザヴート

KaK BaC 30Byr?

ケムヴウイ ラボータエチ?

XeM BLI Pa6oTaeTe?

ヤ ル ィバーク

Я PL15ax.

ヒリスカエハジヤーイストヴァ
CeILCXOe Xo3FIЙ CTBO

クペーツ

КyleA

一
「お
さ
か
な
」

一　

さ
わ
ぐ
ち

ま
い
ち
や
ん
（
５
才
）

「ち
ょ
う
ち
ょ
と
チ
ュ
ー
リ
ツ
プ
」

じ
ん
ば

あ
や
み
ち
や
ん
（
５
才
）

一
「ち
ょ
う
ち
ょ
と
チ
ュ
ー
リ
ツ
プ
」
　

一

一　
　
わ
た
な
べ

そ
う
ぞ
う
く
ん
（
４
才
）

一

②飽 ③

茶志骨みどり保育園
のおともだちから…

費ョ

奥山 静 香さん(18)
一l■l上国組勤務―

「休日は、愛車でドライブ」

♭昭和50年 別海町生まれ。①型、射手座。

》中標津高校卒業後、今年4月 に同社へ入社。

レ所属は総務部総務係で、経理事務が主な仕事。

「初めの頃は、伝票を間違つてばかり…」と苦笑いの彼女。

レ趣昧は首楽鑑賞。ロックグループ 「B'z」の大ファン。

「休日は愛車のセレスで、のんびリドライフするのん`楽しみ」と、

かわいい笑顔を見せてくれました。



1娼静田欄回柵回珊図:

日頃のクルマの簡単な点検のコツを分

かりやすく教えてくれるのが 「点検教室」

です。

愛車の健康管理のために、すぐにでも

役立つ情報がいっぱい。参加料は無料で

す。お気軽に参加してください。

■日時

9月 14日 ・13時 00分～15時 00分

■会場

中標津地方自動車整備事業協同組合

(9‖路日産の手前)

※申し込みは、同組合 (a o1587-2

-2744)ま たは、標津車輌整備工業ltl

(a2-2335)へ 。

最寄りの損害保険会社、JA(農 協)へ ど

うぞ。保険料は次のとおりです。

■保険料 く1年契約〉7,850円、く2年契

約〉9,800円、く3年契約〉11,600円

・契約を継続の際には、標識交付証明

書、自賠責保険証等に記載されている車

体番号及び標識番号をお知らせくださ

い 。
―役場税務課―

警察署では運転免許証の更新予定者に

更新連絡書を郵送しています。

更新連絡書は、免許証に記載されてい

る住所地宛に郵送されます。転居された

方は、速やかに警察署で免許証の住所変

更の手続きを行ってください。

■手続きに必要なもの

①住所のみの変更……住民票、健康保険

証など、新住所が正確に記載されてい

るものを持参。

②本籍、名前の変更……本籍が記載され

た住民票

③釧路方面公安委員会管轄外から転入…

…免許証用の写真 1枚。

※詳しくは、中標津警察署免許係 (a

01537-2-2151)ま たは最寄りの警察

車報 無

バイクにも自賠責保険への加入が法律

で義務づけられています。無保険で走る

と、6カ月以下の懲役または5万円以下の

罰金、さらに違反点数6点 となり免停処

分になります。

バイクには車検待」度がないこともあっ

て、自賠責保険の継続契約をつい忘れが

ちです。もし契約切れになっていたら、

9月 15日は、敬老の日。いつまでも元

気でいてほしい、おじいちゃん、おばあ

ちゃんにみんなのまごころを託 して、お

便りを書きませんか。

また、暑かった今年の夏、残暑見舞い

としても、涼しい便りになると思います。

■2種類 1枚 50円 です。

～お求めは、最寄りの郵便局で～

法人事業所 (株式、有限会社など)お

よび個人営業 (サービス業除く)で 常時

5人以上使用している事業所は、法律に

よって、事業主や従業員の意志に関係な

く社会保険 (健康保険、厚生年金保険)に

加入することになっています。

※届出の方法など詳しくは、釧路社会

イ呆険事務所 (ao154-22-0111)へ 。

人口のうごき
平成6年8月1日現在

()は 前月比

人 □ 6,850人 (- 7)

男  3,329人 (- 2)

女  3,524人 (- 5)

世帯数 2,320世 帯(- 2)

縛
鱗
一̈翻
鑑
“圏
i翻i

メ

モ韓:辞
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おくやみ申し上げます

●町体育文化振興基金に一

湯浅清吉さん・安住久子さん

0北 方領土返還運動費に一

念法真教教団 (大阪市)

ありがとうございました
●町社会福祉協議会に一

・韮沢喜代司さん(香典返しを止めて)
・標津キリスト教会、l■lエヌ・ジェイ・

エフ (大阪市)
・聖友標津支所 (活動資金として)

1人 ( 1 5人)

①人 (2人)

186日 G力城Dお誕生おめでとう

お な ま え 住  所 保 護 者

近藤 守 くん 双 棄 町 近 藤 法 宰

村山 菰ギくん 伊 茶 仁 村 山 満 夫

坂□ 堅院くん 若 車 町 坂 □ 武 彦

金井 大 和くん 上古多糠 金 井 哲 雄

宇佐美逸登くん 鳩ケ丘町 宇佐美淳一

藤日 航学くん 北 標 津 藤 日 真 ―

室井 麻倍ちやん 寿  町 室 井  覚

福島 健 太くん 鳩ケ丘町 福 島 裕 典

氏 名 住  所 年   齢

陶 山 ア サ さん 忠  類 8 6歳

大 石 葉 吉 さ ん 曙  町 63歳

韮沢 ユ キ さん 10 0歳

磯 谷 徳 治 さん 薫  別 80歳
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■救急車の正しい呼び方

①火事と救急の区別

119番 を回して落ち着いてはっきり、

「救急です」。

②住所、氏名、日標物

○○町の○○○です。日標は○○商店

の南側です。

③事故か病気の区別を

④傷病者の数、性別、年齢、傷病者の状

態 ・容態を。

※標津消防署では、9月 16日まで職場、

＼申』体などを対象に救急法 (人工呼吸、心

臓マッサージ)の 実技講習会の申し込み

を受け付けています。

※連絡先―標津消防署(a2・2319)へ。

■ソフトバレニボール北海道ブロック・

フェスティバル ニ 10日 (13時30分

～総合体育館)

■第 10回団長杯オホーツク卓球 トーナ

メントーー18日 (9時～総合体育館)

■水泳マークテストーー20日 ・27日 (19

時～町営プール)

、_2第 22回オホーツクマラソン大会――

25日 (9時～総合体育館前)

■プールサイド祭リーー30日 (19時～町

営プール)

ロスケート実技講習会―-1日 、2日 (総

合体育館)

■町長杯グランド納め野球大会兼馴山旗

標津選手権―-2日 (8時 30分 ～町営

球場ほか)

ログランド納めソフトボール大会―-2

日 (9時～標津小中グランド)

※お問い合わせは、総合体育館 (a2-

3112)へ 。

20日 (火)〈標津〉

〔9時 30分 ～10時 30分 /農 改セン

ター〕

※午前の部 10・13カ月児、午後の部

4・7カ月児対象

22日 (本)く,十1北〉

〔13時 30分 ～14時 30分 /川 北公民

館〕

※4・7・10・13カ月児対象

■3才児健診

28日 (水)

〔13時～14時/役 場2F会議室 ・個人

通知します〕

■歯ピカ教室

12日 (月)。13日 (火)〔9時30分～10

時30分、13時30分～14時30分/農

改センター〕

(予約制)

〔10時～16時/役場相談室〕

■一般健康相談

30日  (金)

〔13時～16時/役 場相談室〕

《1 0 月分》

■歯ピカ教室

6日 (火)・11日 (火)

〔9時 30分 ～10時 30分 、13時 30分 ～

14時 30分 /農 改センター〕

■離乳食教室

12日 (水)

〔13時30分～農改センター〕

分〉
成 人

■糖尿病健康相談

21日 (水)

( 9 月
乳幼児

■乳幼児相談

※農改センター…農村環境改善センタとの略

曜 日
T 般 廃 棄物 収集 区域

(祭日は休みです)(有  料 〉

不燃物収集日

(無  料 〉

月・木
新川上町・若車町・サ|1上町 ・来町・

緑町 ・弥来町 ・曙町

9月 8日 。9月22日

10月 6日   (木 )

火・金
本町・鳩ケ丘町・双葉町・望ケ丘町・

桜木町・住吉町・東浜町

9月 9日 ・9月20日
(金)  (火 )
10月 7日
(金)

水・土
川北市街・伊茶仁・忠類・浜古多糠・

薫別・崎無異・古多糠

9月 7日 ・9月21日

10月 5日   (水 )

☆ごみは指定された日にす旨定された場所へきちんと出しましょう。
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北海道では、敬老の日に合わせて、公

衆浴場をお年寄りの方の憩いの場とし

て、次のとおり無料開放します。

■実施期間

9月 14・15,16日 (3日間)

■利用対象者

65才以上の方

■利用施設

公衆浴場 楠 (くすのき)

■利用方法

①対象者が番台に申し出ることにより

利用できます。

②介添を要するお年寄りの方は、介添

者についても無料となります。

③期間内の利用は、何回でも利用でき

ます。

※詳しくは、役場住民課 (a内線130)

性と能力に応じ、可能な限リ
ー般雇用に

就くことができるよう、皆様方のご理解

とご協力をお願いします。

※なお、障害者の雇用にあたってのご

相談は、根室公共職業安定所 (公01532

-3-2161)又 は、中標津分室 (公

01537-2-2544)へ 。

根室支庁管内の標津町、別海町、羅臼

町地先海域における秋さけ船釣りを対象

とした、海区漁業調整委員会指示に基づ

くライセンス制が実施されています。

ライセンスを取得し、秋さけ船釣りを

行う場合には、次のことを遵守しなけれ

ばなりません。

■竿釣りに限る。

■釣獲できるさけは 1人 1日 5尾 まで。

■釣獲したさけを放流または、廃棄しな

い 。

■販売又は、他の物との交換を目的とし

て秋さけ船釣 りを行ってはなりませ

ん。

■海区委員会の承認を受けた船舶に乗船

しなければなりません。

※取り扱い窓口、お問い合わせは、役

場水産課 (a内 線 217)へ 。

森林国営保険は、災害による森林の損

失を国が補う保険です。

将来にわたり、安心して山づくりに取

り組んでいただくために、ぜひご利用く

ださい。

※詳しくは、役場農林課 (a内 線214)

四季を通じ、遊び、学び、人と自然に

お、れあう 「緑の大地に浮かぶアミュージ

ングランド」を目指して、平成 7年度か

ら中標津町に道立公園がつくられます。

この公園が皆さんに愛され、親しまれ

るような系敵な名前を募集しています。

※詳しくは、広報に折り込みのチラシ

をご覧ください。

一根室支庁建設指導課―

忠類川の河原に散在する流木が海に流

出し、漁網などに被害をもたらすのをけ

ぐため、釧路土木現業所中標津出張所で

は、流木を数ケ所に集積しました。

この流木の引き取 りを希望される方

は、役場建設課 (奮内線221)に 9月 20

日までに連絡願います。

1黍請報総灘葬覇覇鶉麗箪
講盤覇覇鱒畢1鱗:蓋欝

近年、各地で地震などの災害が多発し

ていることから、大規模な災害を想定し

て、町では、防災訓練を次のとおり実施

します。

■日時 10月 13日 ・13時 00分～
町では、金婚式 (結婚50年 )を 迎える

ご夫婦にお祝いの記念品を贈呈します。

次に該当される方は、9月 30日 までに

連絡願います。

■対象者

昭和 19年 1月～12月 までの間に結婚

され、夫婦そろって健在の方。

※連絡先は、役場福祉保健課 (a内 線

137)フヘヽ。

「障害者活かす雇用にひろがる未来」

■ハローワークでは、毎年9月を 「障害

者雇用促進月間」と定め、障害者の雇用

促進に努めています。

■ハローワークには、仕事を探している

多くの障害者が登録されており、その適

15

■場所 町 営球場前広場

■訓練内容    、

通信 ・避難 ・救助 ・初期消火ほか

町民の皆さんの多数の参加をお願いし

ます。

※詳しくは、役場住民課(a内線128)へ。

時
/

「安全はスピードダウンとゆとりから」

E期 間 9月 21日～30日    =

■重点事項

・薄暮時の歩行者と自転車利用者の事

故防止。

・スピードの出し過ぎなど無謀運転の

防止、シートベルトの着用徹底◇



ド
チ
②
に
ｏ

標
津
と
い
う
町
の
川
北
に
生
ま
れ
育

ち
、
二
十
五
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

長
い
よ
う
で
短
い
年
月
で
す
。
そ
の

二
十
五
年
だ
け
で
も
標
津
町
は
、
様
々

な
変
化
を
し
て
き
ま
ｔ
た
。

良
く
言
え
ば
、
道
路
な
ど
の
環
境
も

整
備
さ
れ
、
と
て
も
き
れ
い
で
、
住
み

や
す
い
町
に
な

っ
て
き
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。

し
か
し
、
悪
く
言
え
ば
、
自
分
た
ち

人
間
の
た
め
の
住
み
や
す
い
町
づ
く
り

で
あ
り
、
動
物
や
植
物
に
対
し
て
は
、
生

活
し
に
く
い
状
況
に
な

っ
て
き
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
か
ら
の
町
づ
く
り
な
ど
の
工
事

等
は
、
人
と
自
然
の
共
存
を

一
番
に
考

え
て
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。

私
は
、
子
供
の
頃
か
ら
魚
釣
り
が
好

き
で
、
よ
く
近
く
の
川
な
ど
に
行
き
ま

す
が
、
最
近
の
川
で
は
、
魚
や
鳥
、
昆

虫
を
見
か
け
る
こ
と
が
減

っ
て
き
て
い

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

例
え
ば
、
川
は
ま

っ
す
ぐ
に
、
ま

っ

す
ぐ
に
と
改
良
さ
れ
て
い
き
、
水
が
ぬ

る
む
溜
り
も
な
く
な

っ
て
き
て
大
き
な

魚
が
育
た
な
く
な

っ
た
り
、
産
卵
に
必

要
な
川
床
も
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
敷
か

れ
、
小
石
の
川
床
の
よ
う
に
卵
を
産
む

こ
と
が
で
き
な
く
な

っ
て
き
て
い
る
の

で
す
。

そ
れ
か
ら
、
川
の
ま
わ
り
の
上
手
も
、

ほ
と
ん
ど
が

コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
固
め
ら

れ
、
草
木
が
ほ
と
ん
ど
生
え
ず
、
そ
れ

ば
か
り
か
、
土
手
に
穴
を
開
け
て
巣
を

作

っ
て
生
活
し
て
い
た
モ
グ
ラ
や
イ
ワ

ツ
バ
メ
た
ち
も
ほ
と
ん
ど
住
む
と
こ
ろ

が
な
く
な

っ
て
き
て
い
る
の
で
す
。

し
か
し
、
人
間
は
相
手
が
絶
滅
の
危

機
に
さ
ら
さ
れ
た
時
に
初
め
て
保
護
し

よ
う
と
す
る
の
で
す
。

で
も
そ
れ
で
は
遅
す
ぎ
る
の
で
す
。

今
か
ら
少
し
づ

つ
で
も
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

も
し
か
す
る
と
、
近
年
に
見
ら
れ
る

地
震
や
異
常
気
象
、
自
然
災
害
、
米
不

足
、
水
不
足
と
言
う
事
態
は
、
私
達
に

対
す
る
自
然
か
ら
の
警
告
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

も
う

一
度
、
本
当
の
住
み
や
す
い
町

づ
く
り
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

◇

次
の

「
ま
ち
の
声
」
は
中
村
さ
ん
が

選
ん
だ
曙
町
の
尾
前
幸
太
郎
さ
ん
で
す
。

| ま1 = |

町』中村 仁さん
(川北桜ケ丘町)
=働コスモス勤務=

配§山節
▼
(レ
本当に暑かった今年の夏 (今でも暑

いよ～)。レ先日のテレビでは、太平洋

高気圧とチベット高気圧が重なり、こ

れに日本がすっぽり覆われた形となっ

たのが猛暑の原因のひとつではないか

と話していた。冷夏よりいいですよね。

>あ ついと言えば今年の夏の甲子園も

実にあつかった。北海と砂川北がとも

に初戦突破。さて、二回戦の対戦相手

は
…と思ったら、悲運にも北海道勢同

ゴとしばらく沈黙…。結果は北海が勝
ち進み見事ベスト8。優勝も夢ではない

かと思ったほど燃え上がった。らいず

れにしてもあつ～い、あつ～い夏であ

った。 (ひ )

８
月
５
日
、
標
津
前
浜
に
て

思じ1出をあ助がとう…

16印刷/標津印用」株式会社編集発行/標津町役場総務部企画振興課広報統計係 標津町字標津3-5密 (01538)2-2131・FAX 2-3011


